
2012年度 静岡大学･読売新聞連続市民講座
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主 催　静岡大学生涯学習教育研究センター／読売新聞東京本社静岡支局

静岡大学生涯学習教育研究センター
TEL・FAX 054-238-4817［平日9:30～16:30］
メール LLC@ipc.shizuoka.ac.jp
読売新聞静岡支局　静大市民講座係
TEL:054-252-0171／FAX:054-252-0310
メール：shizuoka@yomiuri.com

時間 14:00～16:00
定員 各回120人
※4回以上ご参加の方には修了証を発行します。
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無料

FAX・メール・葉書のいずれかによりお申し込み下さい。
　　　 054-252-0310
　　　 shizuoka@yomiuri.com
　　　 〒420-0853 静岡市葵区追手町9-22 読売ビル3F
　　　 読売新聞静岡支局 静大市民講座係
※氏名（ふりがな）、住所、年齢、電話番号、参加される回を明記して下さい。
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第❺回　2012.9.29㊏
〈弱さ〉という絆とコミュニティ ～病いの経験を物語ることの意味～
こころ・いのちをめぐる病いに直面している人々は、他者の支援を必要とする人たちであるが、他方、
彼らが語る病いの経験の物語は、他者の支えとなり、やがてはわたしたちの地域社会に豊かな人間関係を
築くことがある。実践例もふまえながら、〈弱さ〉という絆を媒介としたコミュニティの可能性を模索したい。

講師：南山 浩二（静岡大学人文社会科学部社会学科教授／社会学）

第❹回　2012.8.25㊏
終末期医療におけるいのちとこころ
人はいのちが尽きようというときに際して、さまざまな思いがこころの中にめぐりくることになります。
死に向き合う人々のいのちとこころのありようについて考えます。

講師：笠井 仁（静岡大学人文社会科学部社会学科教授／臨床心理学）

第❸回　2012.7.21㊏
共生するいのち ～微生物にみる生命の生き残り戦略～
微生物が植物や動物と互いに利益を得ながら生きる相利共生について紹介します。
相利共生の多くは何百万年も前に起源をもち、時間とともに共に進化し依存しあう関係も生み出しています。

講師：鮫島 玲子（静岡大学農学部共生バイオサイエンス学科准教授／土壌微生物学）

第❷回　2012.6.23㊏
正義論と生命倫理
サンデルの「ハーバード白熱教室」を通じて日本でも注目されている正義論の観点から、
遺伝子操作や臓器移植といった生命倫理の問題について考えてみたいと思います。

講師：石井 潔（静岡大学理事・副学長／哲学・倫理学）

第❶回　2012.5.26㊏
寿命のない生き物が地球を変える、支える
細菌は地球上に最初に登場し、地球環境を変えながら地球上のあらゆる場所に分布しています。
そして彼らには寿命という概念が当てはまりません。生命とは何か、ここから考えてみます。

講師：加藤 憲二（静岡大学理学部地球科学科教授／地球環境微生物学）
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